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12
月
31
日
〜
平
成
19
年
１
月
３
日

年
末
年
始
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
を
行
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
・

伊
勢
地
域
観
光
交
通
対
策
協
議
会
事
務
局
（
☎
�
５
５
９
３
）

　

年
末
年
始
の
内
宮
周
辺
で
は
、

内
宮
へ
の
参
拝
や
お
は
ら
い
町

へ
の
観
光
の
た
め
、
例
年
、
深
刻

な
交
通
渋
滞
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る

た
め
、
平
成
15
年
か
ら
、
年
末

年
始
の
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
と
は
、

臨
時
駐
車
場
を
確
保
し
、
臨
時

駐
車
場
か
ら
目
的
地
ま
で
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
実
施
前
は
最

大
13
・
９
㎞
あ
っ
た
伊
勢
自
動

車
道
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
様
、
パ
ー

ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

とき（臨時駐車場の開場日時）
●12月31日㈰・午後10時～

　　　平成19年1月1日㈷・午後4時

●1月2日㈫・午前9時～午後4時

●1月3日㈬・午前9時～午後4時

対　象　
伊勢自動車道・国道23号・伊勢二見鳥羽ライ

ンを利用し、外宮または内宮へ行く車（観光バ

ス・マイクロバス・二輪車を除く）

駐車整理料　
1台につき 1,000円

内　容
●名古屋・大阪方面から外宮または内宮へ行く車

伊勢自動車道伊勢西インターチェンジと伊勢

インターチェンジを直進し、サンアリーナイ

ンターチェンジで降り、県営サンアリーナ敷

地内の臨時駐車場へ駐車し、無料のシャトル

バスで外宮または内宮へ

●二見・鳥羽方面から外宮または内宮へ行く車

二見ジャンクションを直進し、サンアリーナ

インターチェンジで降り、県営サンアリーナ

敷地内の臨時駐車場へ駐車し、無料のシャト

ルバスで外宮または内宮へ

※伊勢自動車道の名古屋・大阪方面から、伊勢市街方面へ行く車・シャトルバスを利用せずに外宮または内宮
へ行く車は、玉城インターチェンジを利用してください。
※臨時駐車場から外宮前または内宮前まで、無料のシャトルバスを運行します。（最終は午後4時30分発）
※外宮〜内宮間は、有料の臨時バスが運行されます。
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実
施
期
間
中
の
交
通
規
制

　

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
の
実

施
に
伴
い
、
国
道
23
号
、
伊
勢

自
動
車
道
伊
勢
西
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
・
伊
勢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。（
上
図
参
照
）

　

親
戚
や
知
人
な
ど
で
、
市
外

か
ら
来
勢
さ
れ
る
人
に
、
規
制

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
年
始
の
交
通
規

制
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
「
伊

勢
市
お
し
ら
せ
版
」
12
月
15
日

号
と
同
時
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
中
の
問
い
合
わ
せ
先

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
臨
時
駐
車

場
・
実
施
本
部
（
☎
�
２
５
５

４
）

対
応
時
間

◦
12
月
31
日
㈰
・
午
後
10
時
〜

平
成
19
年
1
月
1
日
㈷
・
午
後

8
時

◦
1
月
2
日
㈫
・
3
日
㈬
、
午

前
9
時
〜
午
後
8
時

※
実
施
期
間
中
は
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
状
況
や
、
駐
車
場

の
満
空
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、

携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h t

tp://w
w
w
.ipo
s.co
.jp/asp/

ise.aspx

）
で
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。

宇
治
浦
田
周
辺
駐
車
場
の
ご
案
内

　

年
末
年
始
は
、
宇
治
浦
田
街

路
広
場
・
五
十
鈴
川
河
川
敷
・

神
宮
宇
治
工
作
所
・
県
営
総
合

競
技
場
な
ど
の
駐
車
場
が
有
料

と
な
り
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
期
間

◦
12
月
31
日
㈰
〜
平
成
19
年
1

月
8
日
㈷

◦
1
月
13
日
㈯
〜
28
日
㈰
の
土

曜
日
・
日
曜
日

駐
車
整
理
料　

1
台
に
つ
き
１
０
０
０
円
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人件費の割合	 （平成18年度普通会計6月補正後予算額）

給与の内訳	 （平成18年度普通会計6月補正後予算額）

給料（一般行政職）	 （平成18年4月1日現在）

平均給料・平均年齢

区 　 分 平均給料 平均年齢

伊 勢 市 332,011円 40歳９カ月
三 重 県 357,490円 42歳１カ月

初任給

区 　 分 初　任　給

伊 勢 市
大　学　卒 176,800円
高　校　卒 148,000円

三 重 県
大　学　卒 176,800円
高　校　卒 142,800円

経験年数別・学歴別

区分 学歴
経験年数

10年 15年 20年

伊勢市
大学卒 271,486円 321,075円 367,050円
高校卒 228,300円 286,850円 328,040円

三重県
大学卒 275,218円 328,367円 387,027円
高校卒 223,667円 275,438円 332,050円

※一般行政職とは、消防士、保育士、清掃・調理などの業務を行う職員などを除く、一般的
な事務および技術職員です。

市
の
人
事
行
政
の

運
営
状
況
の
あ
ら
ま
し

給
料
・
手
当
・
報
酬
に
つ
い
て
…
職
員
課
給
与
厚
生
係
（
☎
�
５
５
０
６
）

職
員
数
に
つ
い
て
…
職
員
課
人
事
係
（
☎
�
５
５
０
５
）

　

市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員
・
県
職
員
・
ほ
か
の
自
治
体
職
員
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
伊
勢
市
職
員
給
与
条
例
な
ど
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
よ
り
適
正
な
人
事
行
政
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
市
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
17
年
度
の
よ
り
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.city.ise.m

ie.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
つ
い
て
は
、
比
較
対
象
で
あ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
の

状
況
が
公
表
さ
れ
た
後
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

歳出の内訳　　　 （千円）

歳出総計 41,903,750
（内訳）

▪人件費 9,655,452
▪投資的経費 6,327,268
▪扶助費 6,541,684
▪公債費 5,045,348
▪そのほか 14,333,998

※人件費には、一般職員・特別職（三
役）の給与や議員・そのほかの非常
勤特別職の報酬を含んでいます。

給与の内訳　　　 （千円）

▪給料 4,691,276
▪職員手当 731,715
▪期末勤勉手当 1,912,357
※職員手当に、退職手当・退職手当
組合負担金は含まれていません。
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職員の手当	
扶養手当・住居手当・通勤手当 （平成18年4月1日現在）

特殊勤務手当

区分 内　　　容

扶養手当

◦配偶者 
◦配偶者以外の扶養親族（2人まで） 
◦配偶者以外の扶養親族（3人目以降） 
　◦配偶者がない場合 
　◦配偶者を扶養親族としていない場合

  13,000円 

 1人につき 6,000円

 1人につき 5,000円 

 1人目のみ 11,000円 

 1人目のみ 6,500円

※16歳～22歳の扶養親族は、1人につき 5,000円が加算されます。

住居手当

◦借家・借間居住者 最高支給額（家賃月額55,000円以上） 27,000円

◦自宅居住者 ①新築・購入後5年間 3,000円

 ②そのほか 1,000円

通勤手当

◦交通機関利用者　定期券代全額支給（限度額 :55,000円）
◦交通用具（自家用車など）使用者　
　片道2㎞以上の職員に対し、通勤距離に応じて 2,500円～16,000円を支給

平成17年度（合併後）

   支給総額　1,565万6千円（職員1人当たりの平均額　29,765円）

手当の種類

◦税務等調査交渉従事手当
◦行旅病人・同死亡人取扱手当
◦心身障害児通園施設勤務手当
◦清掃業務等従事手当
◦公害・防疫業務従事手当

◦危険業務従事手当
◦変則勤務手当
◦消防手当
◦災害時出動手当

平成17年度（合併後）

支給総額　1億9,611万4千円 
（職員1人当たりの平均額　183,113円）

※支給総額については、平成17年11月以降に
支払った総額です。また、職員1人当たりの
平均額については、支給総額を支給対象職
員の人数で割ったものです。

※支給総額については、平成17年11月以降に支払った総額です。また、職員1人当たりの
平均額については、支給総額を支給対象職員の人数で割ったものです。

時間外勤務手当

級別職員数の状況

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級

計標準的な 

職務内容

事 務 員

技 術 員

事 務 員

技 術 員

事務吏員

技術吏員

係　 長 

事務吏員 

技術吏員

係　 長 

事務吏員 

技術吏員

課長補佐 

係　 長

事務吏員

技術吏員

課　 長

課長補佐
課　 長 部　 長

職員数 1人 12人 85人 141人 54人 109人 63人 57人 20人 542人

構成比 0.2% 2.2% 15.7% 26.0% 10.0% 20.1% 11.6% 10.5% 3.7% 100.0%
※伊勢市職員給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれに該当する代表的な職名です。
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特別職の報酬など	 （平成18年4月1日現在）	

期末勤勉手当・退職手当 （平成18年4月1日現在）

期
末
勤
勉
手
当

期別 期末手当 勤勉手当 合　　計

6月期 1.400月分 0.725月分 2.125月分

12月期 1.600月分 0.725月分 2.325月分

合　計 3.000月分 1.450月分 4.450月分

※職制上の段階・職務の級などによる加算措置があります。(役職加算5%～15%)

退
職
手
当

区　分 自己都合 定年・勧奨

最高限度額 59.28月分 59.28月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分

勤続25年 33.75月分 42.12月分

勤続20年 21.00月分 27.30月分

・定年前早期退職特例措置（2%～20%加算）

※1人当たりの平均支給額（平成17年度11月～3月の決算額〈全職種〉）

 自己都合 1,747千円

 定年・勧奨 25,643千円

区　　分 支給割合（金額）

管理職手当
　部長職　　給料月額×13/100

　課長職　　給料月額×10/100

管理職員特別勤務手当 

（休日に勤務した場合）

　部長職　　１回　8,000円（６時間を超えた場合12,000円）

　課長職　　１回　6,000円（６時間を超えた場合9,000円）

管理職手当・管理職員特別勤務手当 （平成18年4月1日現在）

※特別職の報酬などについては、公正を期すため、市内の各団体の代表者・有識者な
どで構成する「特別職報酬等審議会」の答申を受けて、条例で定められています。

区分 給料月額 期末手当 退職手当

市　長 1,013,000円  ６月期 2.10月分

 12月期 2.30月分

 合　計 4.40月分

 ※20％の加算措置があります。

市　長
 450/100×勤務年数×給料月額

助　役 785,000円 助　役
 280/100×勤務年数×給料月額

収入役 683,000円 収入役
 250/100×勤務年数×給料月額

区分 報酬月額 期末手当

議　長 567,000円   6月期 1.60月分

 12月期 1.70月分

 合　計 3.30月分

 ※20％の加算措置があります。

副議長 509,000円

議　員 451,000円
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職員の任免および職員数
職員採用      

職員退職状況      

部門別職員数と主な増減理由 （各年４月１日現在）

分限処分・懲戒処分

区　　　分 免職 降任 休職 合計
市町村長部局など 0 0 17 17
教　　　　　育 0 0 0 0
合　　　　　計 0 0 17 17

区　　　分 免職 停職 減給 戒告 合計
市町村長部局など 0 0 1 0 1
教　　　　　育 0 0 0 0 0
合　　　　　計 0 0 1 0 1

定
員
の
適
正
化
の
状
況

　

定
員
管
理
を
行
う
目
的
は
、

市
の
職
員
数
を
必
要
最
小
限
に

抑
え
、
各
部
門
に
適
切
な
職
員

を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
最

小
の
職
員
数
で
、
最
大
の
効
果

を
上
げ
る
」
こ
と
で
す
。

　

行
財
政
の
効
率
化
と
い
う
観

点
か
ら
定
員
の
適
正
な
管
理
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
合

併
の
効
果
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

定
員
適
正
化
と
し
て
、
市
町

村
合
併
に
よ
る
事
務
事
業
の
効

率
化
や
、
事
業
の
委
託
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
17
年

度
の
退
職
者
の
補
充
は
行
わ
ず

（
総
合
病
院
を
除
く
）、
平
成
18

年
度
は
新
規
採
用
を
行
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

現
在
、
今
後
5
年
間
の
定
員

管
理
を
行
う
定
員
適
正
化
計
画

を
策
定
中
で
、
平
成
18
年
度
中

に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

〈平成17年度中途採用者数〉
区分 競争試験 選考 合計

一般行政など 0 7 7
教　　　 育 0 0 0
病　　　 院 17 4 21
消　　　 防 0 0 0
合　　　 計 17 11 28
※採用者数は、旧４市町村の数字を含みます。

〈平成18年4月1日採用者数〉
区分 競争試験 選考 合計

一般行政など 0 0 0
教　　　 育 0 4 4
病　　　 院 5 3 8
消　　　 防 0 0 0
合　　　 計 5 7 12

〈平成17年度退職者数〉
区分 定年退職 勧奨退職 普通退職ほか 合計

一般行政など 10 18 9 37
教 育 0 6 6 12
病 院 4 6 21 31
消 防 0 0 0 0
合 計 14 30 36 80
※退職者数は、旧４市町村の数字を含みます。
　なお、定年退職者のうち 1人は、伊勢広域環境組合派
遣者です。

　　　区分
部門　　　

職員数 対前年 
増減数

主な増減理由
平成18年 平成17年

一
般
行
政
部
門

議 会 8 14 -6

◦市町村合併による業務
の見直し・効率化・退
職者の補充抑制など定
員適正化による減少

◦観光部門の強化による
増加

総務企画 179 180 -1

税 務 58 64 -6

民 生 237 254 -17

衛 生 162 161 1

労 働 3 3 0

農林水産 29 33 -4

商 工 25 23 2

土 木 113 113 0

小 計 814 845 -31
　
　

部
門

特
別
行
政

教 育 169 181 -12 ◦伊勢図書館・生涯学習センター・
観光文化会館に指定管理者制
度を導入したことによる減少消 防 172 172 0

小 計 341 353 -12
　

会
計
部
門

公
営
企
業
等

病 院 391 391 0 ◦水道の窓口業務を委託
したことによる減少

◦地域包括支援センター
の設置による増加

水 道 42 47 -5

下水ほか 86 77 9

小 計 519 515 4

合         計 1,674 1,713 -39
※平成17年度職員数は、旧４市町村の職員数を合計したものです。
　なお、職員数には、伊勢広域環境組合派遣職員の人数は含みません。

※処分者数は、旧４市町村の処分者を含みます。

分限処分 （平成17年度）
　分限処分は、疾病などにより、職員がその職責を十分に果た
すことが出来ない場合に、公務能率を維持することを目的とし
て行う職員に対する不利益処分です。
　分限処分の種類には、免職・降任・休職の 3種類があります。

懲
ちょう

戒
かい

処分 （平成17年度）
　懲戒処分は、職員が公務員としてふさわしくない非違行為を行っ
た場合に、公務秩序を維持し、その職員の責任を問うことを目的と
して行う職員に対する制裁措置です。
　懲戒処分の種類には、免職・停職・減給・戒

かい

告
こく

の 4種類があります。
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平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
、

「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
虐
待
の
防
止

と
虐
待
を
受
け
た
高
齢
者
の
保

護
、
ま
た
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
介
護
者
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

み
ん
な
で
高
齢
者
を
支
え
、
住

み
や
す
い
地
域
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
虐
待
と
は

　

高
齢
者
虐
待
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
形
態
が
あ
り
、
個
々
の
事

例
に
よ
っ
て
も
そ
の
背
景
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　

両
者
の
心
身
の
状
態
・
性
格
・

疾
病
・
経
済
状
態
な
ど
に
よ
り
、

高
齢
者
と
介
護
者（
親
族
な
ど
）

と
の
間
で
保
た
れ
て
い
た
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
そ
こ
に
過
去
の

お
互
い
の
関
係
が
複
雑
に
影
響

し
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
し
っ
か

り
し
て
い
た
高
齢
者
が
、
認
知

症
な
ど
を
発
症
し
、
両
者
の
力

関
係
が
逆
転
し
て
起
こ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
の

心
身
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
、
基

本
的
人
権
を
侵
害
し
、
時
に
は

犯
罪
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
虐
待
が

発
見
さ
れ
に
く
い
の
か

　

高
齢
者
虐
待
は
、
発
見
さ
れ

に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
者
が
虐
待
し
て
い
る
こ

と
を
自
覚
し
て
い
な
い
た
め
、

高
齢
者
が
危
険
な
状
態
に
陥
っ

て
い
て
も
虐
待
に
気
付
か
な
か

っ
た
り
、
高
齢
者
自
身
が
世
間

体
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、「
自

分
が
我
慢
を
す
れ
ば
…
」
と
介

護
者
を
か
ば
う
こ
と
で
、
虐
待

が
表
面
化
し
に
く
く
、
潜
在
化

す
る
場
合
が
あ
る
の
も
高
齢
者

虐
待
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

地域包括支援センター（☎�2431）
   （福祉健康センター内）

高齢者虐待の要因

虐
待
す
る
人
の
問
題

◦介護に疲れている 

◦介護に拘束され、自分の時間が持てない 

◦認知症や疾病への理解が十分でない

◦以前から高齢者との人間関係が悪い 

◦性格や人格に問題がある 

◦介護の協力者がいない　　　　　　など

虐
待
さ
れ
る
人
の
問
題

◦ＡＤＬ（日常生活動作）が低下している 

◦以前から介護者との人間関係が悪い 

◦収入（年金）が少ない 

◦判断能力・金銭管理能力が低下している 

◦相談相手がいない 

◦性格や人格に問題がある　　　　　など

そ
の
ほ
か

　

の
問
題

◦親族同士や近隣住民同士の関係に問題がある 

◦家族間の力関係の変化（主要人物の死亡など）

高齢者虐待の分類

◦身体的虐待 
　高齢者の身体に、傷やあざなど痛みを
与える暴行を加えること。

　◦性的虐待 
　高齢者にわいせつな行為をすること、
またはさせること。

◦心理的虐待 
　脅

おど

し・侮辱する言葉・威圧的な態度・
無視などによって心理的外傷を与えるこ
と。

◦経済的虐待 
　本人の合意なしに、財産や金銭を使用
し、本人の希望する金銭の使用を理由な
く制限すること。

◦介護・世話の放棄・放任（ネグレクト） 
　必要な介護や世話をしない、または放
棄・放任することにより、高齢者の生活
環境や身体または精神的状態を悪化させ
ること。
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虐
待
か
な
？
と
気
付
い
た
ら

　

虐
待
は
、
早
期
に
発
見
し
、

第
三
者
が
介
入
す
る
こ
と
で
、

深
刻
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
大
切
で
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
虐
待
の

疑
い
が
あ
る
よ
う
な
状
況
に
気

付
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児

童
長
寿
課
、
各
総
合
支
所
福
祉

健
康
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
生
命
や
身
体
に
重
大

な
危
険
が
及
ぶ
場
合
は
、
通
報

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
は

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
拠
点

と
し
て
、
本
年
4
月
、
福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た

機
関
で
、
福
祉
・
保
健
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
包
括
的
・

継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
の
問
題
解
決
や

改
善
に
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
介
護
者
や
そ
の
家
族
な
ど

を
含
め
、
包
括
的
な
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
発
生
予
防
…
発
生
を
予
防
す

る
た
め
の
相
談
・
指
導
・
助
言

◦
早
期
発
見
…
虐
待
の
通
報
ま

た
は
届
け
出
の
窓
口

◦
介
入
…
高
齢
者
の
安
全
確
認

や
、
通
報
・
届
け
出
の
事
実
確

認
の
た
め
の
介
入

◦
再
発
防
止
…
介
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
や
、

財
産
上
の
不
当
取
り
引
き
に
よ

る
被
害
相
談

介
護
は
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で
！

　

高
齢
者
虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
や
専
門
的
な
知
識
の
利

用
方
法
を
知
ら
ず
に
起
こ
る
事

例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
社
会
的
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

介
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
最

悪
の
事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

介
護
者
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
に
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を

虐待の発見者 高齢者本人

（通報）↓ ↓（相談）

　地域包括支援センター（☎�2431） 
　児童長寿課（☎�5559） 
　二見総合支所福祉健康課（☎�1113） 
　小俣総合支所福祉健康課（☎�7862） 
　御薗総合支所福祉健康課（☎�0235）

身体・生命に 
重大な危険がある

高齢者の保護 介護者の支援

施設入所・ショ 
ートステイなど

保健・福祉・医 
療関係による相 
談支援など　　

高齢者虐待の疑いがあるときは…

◦説明のつかない小さな傷やあざなどが頻繁
に見られる

◦ささいな事でおびえたり、怖がったりする
◦「家に居たくない」「蹴られる」などの訴え
がある

◦住んでいる家や部屋が極端に不衛生である
◦いつも汚れた服を着ている
◦不規則な睡眠（悪夢を見る、眠ることが怖
いなど）を訴える

◦泣く・叫ぶなどの症状が見られる
◦年金・財産がありお金に困っているはずが
ないのに、お金がないと訴える

◦高齢者に対して過度に乱暴な口の利き方を
する

◦自宅から高齢者本人・介護者・家族の怒鳴
り声や悲鳴・物を投げる音が聞こえてくる

　　　　　　　　　　　　　　　　　など

高齢者虐待のサイン

事実の確認

↓

効
果
的
に
活
用
し
た
り
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
各
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
30
ペ
ー

ジ
「
老
人
在
宅
介
護
」
欄
を
参

照
）
な
ど
の
専
門
機
関
で
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度

を
利
用
し
、
無
理
の
な
い
介
護

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

↓

↓

↓
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合
併
後
の
公
共
料
金
な
ど
に
つ
い
て

合
併
調
整
室
（
☎
�
５
５
３
８
）

水
道
料
金
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
上
下
水
道
部
料
金
課
上
水
道
料
金
係 

（
☎
�
５
６
１
４
）

下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
上
下
水
道
部
料
金
課
下
水
道
料
金
係 

（
☎
�
５
６
０
１
）

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
…
…
医
療
保
険
課 

（
☎
�
５
５
５
１
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
…
…
…
…
介
護
保
険
課 

（
☎
�
５
５
６
４
）

　

昨
年
11
月
に
新
「
伊
勢
市
」
が

誕
生
し
て
か
ら
、
１
年
余
り
が

経
過
し
ま
し
た
。

　

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
新

市
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
ま
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

旧
４
市
町
村
で
協
議
し
た
調
整

方
針
に
基
づ
き
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

合
併
後
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

極
力
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
を
原

則
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
制
度

改
正
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
に
変
化
が
生
じ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
直
接
暮
ら
し
に
か

か
わ
る
公
共
料
金
な
ど
の
現
状

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

合
併
に
よ
る
も
の

水
道
料
金

　

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
調

整
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
19
年

２
月
の
請
求
分
か
ら
、
旧
4
市

町
村
の
中
で
料
金
体
系
が
最
も

高
い
二
見
町
を
、
旧
伊
勢
市
・

御
薗
町
の
料
金
体
系
に
統
一
し

ま
す
。

　

な
お
、
料
金
体
系
が
最
も
低

い
小
俣
町
に
つ
い
て
は
、
今
後

経
営
の
見
直
し
を
行
い
、
料
金

体
系
を
整
備
し
ま
す
。

水道料金に関する合併協議での調整方針
　料金体系は、合併後5年間はこれまでどお

りですが、この間において経営の見直しを行

い、料金体系を整備します。

　また、社会経済情勢の変化に伴い、平成

18年4月1日以降、段階的に旧伊勢市・二見

町・御薗町の料金体系の統一を図ります。

合
併
後
の
公
共
料
金
な
ど
に
つ
い
て

合
併
後
の
公
共
料
金
な
ど
に
つ
い
て

〈小俣町〉

メーターの
口径または用途 基本料金

従量料金
使用量 料金

（1㎥につき）

13mm 1,200円

専
用
栓

1㎥～20㎥
21㎥～40㎥
41㎥～100㎥
101㎥～

40円
80円
110円
130円

20mm 1,800円

25mm 2,800円

30mm 5,600円

共
用
栓

(1世帯につき）
1㎥～20㎥
21㎥～40㎥
41㎥～100㎥
101㎥～　

35円 
75円 
110円 
130円

40mm 11,000円

50mm 17,000円

75mm 37,000円

100mm 70,000円

臨時用
口径別の

各基本料金の2倍
1㎥につき 260円

水道料金表（2 カ月分の料金）
〈旧伊勢市・二見町・御薗町〉

メーターの
口径または用途 基本料金

従量料金

使用量 料金
（1㎥につき）

13mm 2,500円 21㎥～40㎥
41㎥～60㎥
61㎥～100㎥
101㎥～200㎥
201㎥～

139円
157円
218円
264円
282円

20mm 2,780円

25mm 3,140円

30mm 8,140円

1㎥～100㎥
101㎥～200㎥
201㎥～1,000㎥
1,001㎥～

218円
264円
282円
297円

40mm 8,140円

50mm 20,360円

75mm 40,720円

100mm 81,440円

150mm 162,920円

公衆浴場用 14,080円 201㎥～ 78円

臨時用 11,000円 21㎥～ 548円

私設消火栓 1,100円 消火演習1栓
704円

（1回につき
・10分毎）

（基本料金＋従量料金）×1.05＝水道料金（円未満は切り捨て）
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下
水
道
使
用
料

（﹁
広
報
い
せ
﹂3
月
号
に
掲
載
）

　

下
水
道
使
用
料
は
、
6
月
1

日
に
宮
川
流
域
下
水
道
第
1
期

下水道使用料に関する
合併協議での調整方針

　平成17年度はこれまでどおり。宮川

流域下水道第1期事業認可区域の供用

開始時に、旧伊勢市・二見町・御薗町

は統一単価にします。ただし、小俣町

は宮川流域下水道に接続するまでは、

これまでどおりです。

下
水
道
受
益
者
負
担
金

　

下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
、

下
水
道
を
利
用
す
る
人
（
利
用

可
能
な
人
）
に
下
水
道
施
設
の

建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
、「
原
則
と
し
て

10
年
間
は
現
行
の
と
お
り
」
と

し
、
合
併
前
の
負
担
金
制
度
を

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
引
き
継
い

で
い
ま
す
。

下水道受益者負担金に関する合併協議での調整方針
　下水道受益者負担金については、新市設立後、原則とし

て 10年間は現行のとおりとします。ただし、小俣町・御

薗町を除く未認可地域の受益者負担金については、現行の

算出根拠を基本として、新市において検討します。

　なお、社会経済情勢に著しい変化が生じた場合は、その

時点で早急に対応します。

国
民
健
康
保
険
料

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
調
整

内
容
ど
お
り
、
資
産
割
を
廃
止

し
た
3
方
式
（
所
得
割
・
均
等

割
・
平
等
割
）
の
算
定
方
式
と

な
り
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、
旧
４
市
町
村
の
保

険
料
と
の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
平
成
18
年
度
の
税
制
改
正

に
よ
り
、
公
的
年
金
等
控
除
の

見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

施
設
使
用
料

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
使
用
料

は
、「
当
分
の
間
現
行
の
と
お

り
」
と
な
っ
て
お
り
、
従
来
の

施
設
使
用
料
の
料
金
体
系
と
同

様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
認
可
区
域
の
供
用
が
開
始

さ
れ
た
た
め
、
旧
伊
勢
市
・
二

見
町
・
御
薗
町
は
統
一
単
価
で

す
。

　

な
お
、小
俣
町
に
つ
い
て
は
、

宮
川
流
域
下
水
道
に
接
続
す
る

ま
で
は
、
従
来
ど
お
り
の
使
用

料
で
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の
負
担
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

※
65
歳
以
上
で
平
成
16
年
中
に

年
金
所
得
が
あ
っ
た
人
に
つ
い

て
は
、激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、

本
来
負
担
す
べ
き
保
険
料
に
、

段
階
的
に
移
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
平
成
18
年
度
か
ら

2
年
間
は
、
公
的
年
金
特
別
控

除
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料

　

介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、

平
成
17
年
度
ま
で
は
、
調
整
内

容
ど
お
り
第
2
期
介
護
保
険
事

業
計
画
（
計
画
期
間

：

平
成
15

年
度
〜
平
成
17
年
度
）
に
基
づ

き
、
旧
４
市
町
村
と
変
わ
ら
ず

月
額
３
０
０
０
円
で
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
は
、
新
市

が
策
定
し
た
第
3
期
介
護
保
険

事
業
計
画
（
計
画
期
間

：

平
成

18
年
度
〜
平
成
20
年
度
）
に
基

づ
き
、
月
額
４
０
０
０
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
額
は
、
今
後
3
年

間
の
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
掛

か
る
費
用
見
込
み
の
総
額
（
利

用
者
負
担
分
を
除
く
）
か
ら
、

所
定
の
方
法
で
計
算
し
決
定
し

た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
税
制
改
正
（
65
歳
以

上
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
）
の

影
響
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
の

介
護
保
険
料
が
上
が
っ
た
人
に

つ
い
て
は
、
激
変
緩
和
措
置
を

適
用
し
、
負
担
軽
減
を
行
い
ま

し
た
。

制
度
改
正
に
よ
る
も
の

そ
の
ほ
か

下水道使用料単価表　　　　　　

〈旧伊勢市・二見町・御薗町〉
種類 区分 汚水量 金額（月額）

一般

基本使用料 10㎥まで 1,000円

従量使用料 
（1㎥につき）

11㎥～20㎥ 130円
21㎥～30㎥ 150円
31㎥～50㎥ 180円
51㎥～100㎥ 210円
101㎥～500㎥ 245円
501㎥～ 280円

〈小俣町〉
種類 区分 汚水量 金額（月額）

一般

基本使用料 10㎥まで 1,000円

従量使用料 
（1㎥につき）

11㎥～20㎥ 40円
21㎥～50㎥ 90円
51㎥～60㎥ 110円
61㎥～ 130円

（基本使用料＋従量使用料）×1.05 
　　＝下水道使用料（円未満は切り捨て）
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〜
学
校
に
行
き
た
く
て
も

　
　

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
〜

こ
ん
な
と
き
は
相
談
を

　

近
年
、
身
近
な
里
山
は
、
開

発
な
ど
に
よ
り
減
少
の
一
途
を

た
ど
り
、
市
民
が
広
く
自
然
と

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
県
営
サ

ン
ア
リ
ー
ナ
に
隣
接
す
る
区
有

林
（
朝
熊
町
委
員
会
が
所
有
）

を
、
地
元
住
民
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
平
成
16
年
度
か
ら
、
林

野
庁
の
補
助
を
受
け
て

整
備
し
て
き
ま
し
た
。

農林課（☎�5571）

「絆の森」の概要
所在地 朝熊町地内（左図参照）
面　積 約10 ヘクタール
施設内容 遊歩道、管理道路、
 修景池、管理小屋、

 展望台、 案内板、ベンチ

至二見

朝汐橋 五十鈴川派川

至朝熊 IC 伊勢二見鳥羽ライン 至二見 JCT

サンアリーナ

絆の森

駐車場

　

こ
の
た
び
、
朝
熊
山
麓
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
四

季
を
通
じ
て
自
然
と
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
遊
歩
道
・
修
景
池
・

小
滝
・
展
望
台
な
ど
を
有
す
る

里
山
「
絆
の
森
」
が
完
成
し
、

11
月
23
日
㈷
に
開
設
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
林
課
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
設
置
し
ま
す
。

教
育
研
究
所
内
・
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」

（
☎
�
０
３
４
７
・
�
０
２
８
５
）

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
」（
旧
適
応
指
導
教
室
）は
、

学
校
へ
行
こ
う
と
し
て
も
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
不
登
校
の
小
・

中
学
生
を
対
象
に
、
適
応
指
導

お
よ
び
教
育
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
と
は
、「
鳥
た
ち

の
巣
の
よ
う
に
安
心
し
て
落
ち

着
く
こ
と
が
で
き
る『
暖
か
い
』

場
所
」
と
い
う
意
味
で
、
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
安
心
し

て
過
ご
せ
る
場
所
づ
く
り
と
、

人
と
人
と
が
か
か
わ
る
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
教
室
づ

く
り
を
目
指
し
、
や
が
て
こ
こ

を
巣
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

不
登
校
は

ど
の
子
に
も
起
こ
り
得
る

　

朝
、
学
校
に
行
く
こ
と
を
渋

る
。
心
に
引
っ
掛
か
る
も
の
が

あ
り
、
学
校
を
何
カ
月
も
休
ん

で
し
ま
う
。

　

子
ど
も
が
不
登
校
に
陥
る
要

因
は
複
雑
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
不
登
校
の

状
態
に
あ
り
、
家
庭
の
ほ
か
に

自
分
の
居
場
所
を
見
い
だ
せ
な

い
子
ど
も
に
対
し
、
一
人
一
人

の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
自

主
活
動
や
集
団
活
動
、
キ
ャ
ン

プ
・
陶
芸
な
ど
の
体
験
活
動
を

通
じ
、
生
き
生
き
と
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
を
確
保
し
、

生
き
る
力
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
相
談
を

修景池
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有
緝
小
学
校
の
新
校
舎
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
校
舎
の
老
朽
化
に

伴
い
、
昨
年
9
月
か
ら
建
て
替

え
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も

の
で
す
。

　

新
し
く
建
築
さ
れ
た
校
舎
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
3
階

建
て
、延
べ
床
面
積
５
１
０
８
・

68
㎡
（
１
５
４
５
・
35
坪
）
の

建
物
で
、
総
事
業
費
は
12
億
５

３
５
５
万
９
５
０
円
で
す
。

　

新
校
舎
は
、「
明
る
く
温
か

い
学ま
な

び
舎や

」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
、
南
北
両
側
に
教
室
を
配
置

し
た
中な
か

廊ろ
う

下か

型
の
形
式
と
な
っ

て
い
て
、
建
物
の
中
央
部
に
は

教育総務課（☎�5621）

有緝小学校

光ひ
か
り
に
わ庭
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
、

校
舎
内
へ
の

自
然
採
光
・

通
風
を
図
る

と
と
も
に
、

床
や
腰
板
に

は
木
材
を
使

用
し
、
温
か

み
が
出
る
よ

う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
学
習
の
設
備
と

し
て
、
校
舎
の
屋
上
に
20
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
、
学
校
で
使
用
す

る
電
気
の
一
部
を
賄
ま
か
な

う
と
と
も

に
、
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し

て
花
壇
や
校
庭
に
散
水
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
然

と
環
境
に
配
慮
し
た
校
舎
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
と
し
て
、
校
舎
西
側
の
玄
関

に
ス
ロ
ー
プ
と
自
動
ド
ア
を
、

昇
降
口
と
障
害
児
教
室
に
ス
ロ

ー
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー

仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
児
童
の
学
習

す
る
環
境
を
充
実
し
た
ほ
か
、

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
・
地
域

防
災
拠
点
と
し
て
の
学
校
・
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た

学
校
な
ど
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
、
安
全
・
安
心
の
学
校
づ

く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　

児
童
は
こ
の
新
校
舎
で
、
10

月
下
旬
か
ら
新
し
い
学
校
生
活

を
始
め
ま
し
た
。

両側に教室がある廊下

自然採光と通風を図る光庭スペース

木の温かみが感じられる教室

新校舎が完成

　

そ
の
中
で
、
学
校
と
十
分
に

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
学
校
へ

の
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
は
、「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

伊
勢
」（
八
日
市
場
町
、
教
育

研
究
所
内
）
と
、「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

沼
木
」（
上
野
町
）と
の
２
つ
の

教
室
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
伊
勢
は
、
子
ど
も

の
状
況
に
応
じ
て
個
室
を
使
う

こ
と
が
で
き
、
で
き
る
限
り
柔

軟
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
図

書
な
ど
の
設
備
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
沼
木
は
、
豊
か
な

自
然
環
境
の
中
で
、
栽
培
活
動

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
明
る

く
広
々
と
し
た
教
室
と
運
動
の

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
２
つ
の
教
室
間
は
、

専
用
バ
ス
が
行
き
来
し
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
の
悩
み
は
、

時
に
は
体
調
不
良
や
気
に
な
る

行
動
と
し
て
現
れ
ま
す
。
不
登

校
も
そ
の
1
つ
で
す
。

　

学
校
へ
「
行
き
た
い
」「
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思

っ
て
い
て
も
「
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
い
う
状
態
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス

か
ら
、
無
意
識
の
う
ち
に
自
分

を
守
ろ
う
と
し
て
起
こ
り
ま
す
。

　

不
登
校
の
予
兆
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
子
ど
も
が
不
登

校
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
で
は
、
不
登
校
に
つ

い
て
悩
ん
で
い
る
小
・
中
学
生

の
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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屋外焼却の主な例外

政令で定める廃棄物の焼却 具体的な事例

1
国または地方公共団体がその施設の管理を

行うために必要な廃棄物の焼却
◦河川敷・道路敷の草焼き

2
震災・風水害・火災・凍

とうそう

霜害そのほかの災

害の予防・応急対策または復旧のために必

要な廃棄物の焼却

◦災害などの応急対策 
◦災害復旧のためのがれき類の焼却 
◦火災予防訓練 
◦農作物の凍霜害を防止するための稲わらの焼却

3
風俗習慣上または宗教上の行事を行うため

に必要な廃棄物の焼却

◦正月のしめ縄や門松などをたく行事 
◦塔
とう

婆
ば

の供養焼却

4
農業・林業または漁業を営むためにやむを

得ないものとして行われる廃棄物の焼却

◦焼き畑、あぜの草や下枝の処理 
◦魚網にかかったごみの焼却

5
たき火そのほか日常生活を営むうえで通常

行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの

◦落ち葉たき 
◦たき火 
◦キャンプファイヤー

ど
う
す
れ
ば

空
気
が
き
れ
い
に
な
る
の
？

　

空
気
が
汚
れ
る
の
を
抑
え
る

た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の
身

近
な
生
活
様
式
を
見
直
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

き
れ
い
な
空
を
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ

と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

小
さ
な
心
遣
い
が
、
大
気
汚

染
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◦
暖
房
は
控
え
目
に

　

ス
ト
ー
ブ
や
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
暖
房
器
具
を
使
う
と
き
は
、

部
屋
を
暖
め
過
ぎ
た
り
、
人
が

い
な
い
部
屋
に
暖
房
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

部
屋
の
温
度
を
1
度
下
げ
、

無
駄
を
な
く
せ
ば
、
そ
の
分
空

気
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

◦
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

の
実
行
を

　

自
動
車
が
走
っ
て
い
な
い
と

き
の
エ
ン
ジ
ン
の
か
け
っ
ぱ
な

し（
ア
イ
ド
リ
ン
グ
）は
な
る
べ

く
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、空
ぶ
か
し
や
急
発
進
・

急
加
速
も
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
ご
み
を
、
簡
易
な
焼
却

炉
な
ど
で
焼
却
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
を
燃

や
す
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発

生
や
、
煙
・
悪
臭
な
ど
で
近
所

の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら

れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
屋
外
で
焼
却
で
き
る

も
の
は
下
表
の
と
お
り
で
す
が
、

生
活
環
境
を
第
一
に
考
え
、
む

や
み
に
焼
却
す
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

※
野
焼
き
の
悪
質
な
違
反
者
に

対
し
て
は
、
法
律
に
基
づ
き
罰

則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

冬
の
空
気
が

一
番
汚
れ
て
い
る
っ
て
本
当
？

　

冬
は
、
空
気
が
冷
た
く
て
澄

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
実
は
、
1
年
で
最
も
空
気

が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。

　

現
在
、
市
街
地
で
の
大
気
汚

染
の
主
な
原
因
は
、
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
や
、
事
業
所
・
家
庭

で
の
暖
房
器
具
の
使
用
に
よ
り

排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
で
す
。

環境政策課（☎�5540）
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住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
不

正
な
手
段
に
よ
る
請
求
を
未
然

に
防
ぎ
、
個
人
情
報
を
保
護
す

る
た
め
、
交
付
時
に
、
窓
口
に

来
た
人
の
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
。

対
象
と
な
る
主
な
証
明
書

◦
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
、
除
籍

お
よ
び
改
製
原
戸
籍
の
謄
本
・

抄
本
、
身
分
証
明
書

◦
住
民
票
の
写
し
・
記
載
事
項

証
明
書
・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

◦
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項

証
明
書

◦
印
鑑
登
録
証
明
書

◦
市
税
関
係
の
証
明
書
（
所
得

証
明
書
や
評
価
証
明
書
な
ど
）

本
人
確
認
の
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
証
明
書
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
、

官
公
署
か
ら
発
行
さ
れ
た
顔
写

真
付
き
の
証
明
書

◦
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な

ど
、
官
公
署
か
ら
発
行
さ
れ
た

証
明
書

◦
社
員
証
や
学
生
証
な
ど
、
民

間
か
ら
発
行
さ
れ
た
顔
写
真
付

き
の
証
明
書

平
成
19
年
1
月
1
日
か
ら

個
人
情
報
保
護
の
た
め

住
民
票
・
戸
籍
謄
本
・
税
証
明
な
ど
の

証
明
書
交
付
時
に

本
人
確
認
を

行
い
ま
す

戸
籍
住
民
課
（
☎
�
５
５
４
７
）

課
税
課
税
務
係
（
☎
�
５
５
３
０
）

伊勢市美術展覧会の入賞作品（上位３賞）　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

部門 分野 賞名 作品名 氏名 住所

平面

日 本 画

市 長 賞 WATARI（アサギマダラ） 山路弘子 鳥羽市屋内町

市議会議長賞 トドワラ黎
れいめい

明 鳥羽瑛子 大湊町

教育委員会賞 緑 陰 藤原早子 八日市場町

洋 画

市 長 賞 タイム・リミットブルー・色
いろ

香
か

・ 堀口昌之 二見町茶屋

市議会議長賞 歴史の断片 世古 明 一之木1丁目

教育委員会賞 冬の午後 増田典彦 藤里町

写 真

市 長 賞 ゆく春 大屋秀敏 志摩市阿児町鵜方

市議会議長賞 虹の糸 岩尾　勇 御薗町高向

教育委員会賞 裸婦像 中村一男 二俣1丁目

書

市 長 賞 奥の細道より 高尾由美 松阪市大石町

市議会議長賞 万葉集のうた 河中二枝 度会郡玉城町田丸

教育委員会賞 水 仙 太田菊子 志摩市志摩町越賀

立体

彫 塑・ 

立体造形

市 長 賞 自画像 中村勝己 度会郡玉城町蚊野

市議会議長賞 旅 人 岸川行輝 桜木町

教育委員会賞 放つ瞬間 木下 達 常磐1丁目

美術工芸

市 長 賞 鉄結晶釉
ゆうおおばち

大鉢 小出甚吉 中村町

市議会議長賞 渓 谷 岩﨑雅子 上地町

教育委員会賞 漆
うるし

塗
ぬり

文
ぶん

庫
こ

下野武久 岩渕1丁目

伊
勢
市
美
術
展
覧
会
の

入
賞
作
品
文
化
振
興
課
（
☎
�
５
６
２
３
）

　

10
月
24
日
㈫
〜
29
日
㈰
、
観
光
文
化
会
館
で
「
伊
勢

市
美
術
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
３
賞
の
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日本画
「WATARI（アサギマダラ）」

洋画
「タイム・リミットブルー・色香・」

写真「ゆく春」

彫塑・立体造形「自画像」

美術工芸「鉄結晶釉大鉢」

書
「奥の細道より」

伊
勢
市
美
術
展
覧
会
の

入
賞
作
品
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キャンペーン期間　10月1日㈰〜平成19年3月31日㈯

みんなで盛り上げよう！！

伊勢志摩キャンペーン

第４回

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
「
美う
ま

し
国
、
ま

い
ろ
う
。」
で
す
。
そ
し
て
、

伊
勢
志
摩
と
い
え
ば
、
や
は
り

お
い
し
い
「
食
」
で
す
ね
！

　

と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
、

県
知
事
が
認
定
す
る
「
三
重

ブ
ラ
ン
ド
」
に
登
録
さ
れ
て
い

る
伊
勢
志
摩
の
食
材
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
伊
勢
志
摩
の
食
材
を
地

元
で
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問い合わせ先：伊勢志摩観光コンベンション機構内・
伊勢志摩キャンペーン実行委員会事務局（☎�0800）

　

言
わ
ず
と
知
れ
た
伊
勢
志
摩

地
方
の
食
の
代
表「
伊
勢
え
び
」。

　

県
内
で
は
、
漁
期
が
10
月
1

日
（
鳥
羽
の
離
島
地
域
は
9
月

15
日
）
〜
翌
年
4
月
30
日
と
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
え
び
は
夜
行
性
で
あ
る

た
め
、
夕
暮
れ
に
刺
し
網
を
仕

掛
け
、
早
朝
に
網
揚
げ
を
し
ま

す
。

　

鳥
羽
・
志
摩
で
は
、
海
女
小

屋
で
海
女
さ
ん
が
火
場
（
い
ろ

り
）
で
焼
い
た
熱
々
の
伊
勢
え

び
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
羽
市
観
光

協
会
（
☎
０
５
９
９
・
２
５
・

３
０
１
９
）、
志
摩
市
観
光
協

会
（
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０

５
７
０
）

　

「
今
が
旬
！
」と
言
え
ば
、「
か

き
」
は
外
せ
ま
せ
ん
。

　

海
の
ミ
ル
ク
と
呼
ば
れ
る「
か

き
」
は
、
豊
か
な
海
で
育
つ
た

め
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
栄
養

素
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
み
ま
す
。

　

必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
す
べ
て
含

有
し
、
糖
質
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン

が
豊
富
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ

ミ
ン
も
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

的
矢
か
き

：

志
摩
市
観
光
協
会
（
☎
０
５
９

９
・
４
６
・
０
５
７
０
）、
浦

村
か
き

：

鳥
羽
市
観
光
協
会

（
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０

１
９
）

　

伊
勢
の
隠
れ
た
名
産
品
で
あ

る｢

伊
勢
志
摩
産
ひ
じ
き｣

を

ご
存
知
で
す
か
。

※
伊
勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、｢

食｣

の
ほ
か
に
も
、
見

ど
こ
ろ
が
満
載
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
、
近
鉄
主
要
駅
、

伊
勢
市
・
鳥
羽
市
・
志
摩
市
の

各
観
光
案
内
所
、
観
光
政
策
課

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
知

人
に
伊
勢
志
摩
を
紹
介
す
る
た

め
に
、
ま
た
地
元
の
人
も
使
え

る
お
得
な
情
報
が
入
っ
て
い
る

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
情
報
満
載
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.um
ashi

-kuni.jp/

）
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

三
重
県
は
、
ひ
じ
き
の
名
産

地
で
、
国
内
で
収
穫
さ
れ
て
い

る
ひ
じ
き
の
約
20
％
が
、
こ
こ

三
重
県
で
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
志
摩
産
ひ
じ
き
の
特
長

は
、
長
く
・
太
く
・
風
味
が
良

い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
の

産
地
で
出
荷
さ
れ
る
も
の
よ
り

高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
る
な
ど
、

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
北
浜
地
区
周
辺
は
、

江
戸
時
代
中
期
に
加
工
が
始
ま

っ
た
と
言
わ
れ
、
当
時
か
ら
、

ひ
じ
き
を
加
工
す
る
の
に
必
要

な
、
真
水
・
水
は
け
の
良
い
土

地
・
広
い
干
し
場
・
風
が
あ
り
、

さ
ら
に
雨
が
少
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
本
格
的
に
生
産
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

三
重
県
ひ
じ

き
協
同
組
合（
☎
�
４
５
８
８
）

伊
勢
え
び

（
三
重
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
）

的
矢
か
き
（
三
重
ブ
ラ
ン
ド

認
定
品
）・
浦
村
か
き

ひ
じ
き

（
三
重
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
）

観光政策課（☎�5565）

伊勢えび

かき

ひじき
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（No.11）

人権政策課

（☎�5546）

育
て
よ
う

一
人
一
人
の
人
権
意
識

〜
12
月
４
日
㈪
〜
10
日
㈰
は

　
　
　
　
　
　
　
　

  

人
権
週
間
〜

　

１
９
４
８（
昭
和
23
）年
12
月

10
日
、
国
連
総
会
は
「
世
界

人
権
宣
言
」
を
採
択
し
、
そ
の

2
年
後
に
は
、12
月
10
日
を「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
な

ど
に
記
念
行
事
の
開
催
な
ど
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、１
９
４
９（
昭

和
24
）
年
か
ら
、
毎
年
12
月
4

日
〜
10
日
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
58
回
目
の
人
権
週
間

で
、「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の

人
権
意
識
」
な
ど
を
訴
え
る
行

事
や
催
し
が
全
国
各
地
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
は
毎
年
、
人
権
週
間
に
ち

な
ん
で
、
人
権
講
演
会
・
人
権

尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど
の

行
事
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
呼

び
掛
け
る
街
頭
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ど
れ
も
が
、

わ
た
し
た
ち
と
無
関
係
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

社
会
の
一
員
と
し
て
、
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差

別
の
な
い
、
明
る
く
住
み
よ
い

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
、
人
権
週
間

を
き
っ
か
け
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

人
権
講
演
会

と
き　

12
月
10
日
㈰
、
午
後
2

時
30
分
〜
4
時
20
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア

内
容　

講
演
「
情
報
の
正
し
い

選
び
方
〜
人
権
を
侵
害
し
な
い

た
め
に
〜
」辛
坊
治
郎
さ
ん（
読

売
テ
レ
ビ
解
説
委
員
）

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

と
き　

①
12
月
10
日
㈰
・
正
午

〜
午
後
5
時
、
②
12
月
12
日
㈫

〜
21
日
㈭

と
こ
ろ　

①
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
、
②
伊
勢
図
書
館

※
②
の
時
間
は
、
伊
勢
図
書
館

の
開
館
時
間
中
で
す
。た
だ
し
、

初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終

日
は
正
午
ま
で
で
す
。

※
人
権
講
演
会
と
併
せ
て
、
秀

作
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

街
頭
啓
発
活
動

と
き　

12
月
8
日
㈮
、
午
前
11

時
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ジ

ャ
ス
コ
伊
勢
店
、
ぎ
ゅ
ー
と
ら

ハ
イ
ジ
ー
店
・
二
見
店
・
小
俣

店
、
伊
勢
み
そ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

　

工
芸
指
導
所
（
一
之
木
5
丁

目
）
は
、
桧
ひ
の
き

尻じ
り

川
の
河
川
改
修

の
た
め
移
転
し
ま
す
。

移
転
先　

伊
勢
広
域
環
境
組
合

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
（
植
山

町
２
４
５
番
地
１
、
☎
�
１
１

６
０
、
FAX
�
０
１
５
０
）

工
芸
指
導
所
が
移
転
し
ま
す

工
芸
指
導
所
（
☎
�
４
３
９
７
）

移
転
日　

移
転
前
の
指
導
所
は

12
月
28
日
㈭
ま
で
、
移
転
後
の

指
導
所
は
平
成
19
年
1
月
4
日

㈭
か
ら

※
木
工
機
械
の
使
用
開
放
や
、

作
業
環
境
測
定
な
ど
の
一
部
の

受
託
試
験
は
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

工
芸
指
導
所
が
移
転
し
ま
す
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配偶者のパート・

アルバイト収入金額

配偶者控除額 配偶者特別控除額

所得税 市・県民税 所得税 市・県民税

103万円以下 38万円 33万円 －

103万円を超え105万円未満 － 38万円
33万円

105万円以上110万円未満 － 36万円

110万円以上115万円未満 － 31万円 31万円

115万円以上120万円未満 － 26万円 26万円

120万円以上125万円未満 － 21万円 21万円

125万円以上130万円未満 － 16万円 16万円

130万円以上135万円未満 － 11万円 11万円

135万円以上140万円未満 －  6万円  6万円

140万円以上141万円未満 －  3万円  3万円

141万円以上 － －

課
税
課
市
民
税
係

（
☎
�
５
５
３
４
）

第
９
回

Ｑ
．
夫
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、

わ
た
し
は
平
成
18
年
か
ら
パ
ー

ト
に
出
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
夫
婦
の
税
金
に

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
く
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
わ
た
し
の
年
間
の
パ

ー
ト
収
入
金
額
は
１
０
２
万

円
、
夫
の
年
間
の
給
与
収
入
金

額
は
５
０
０
万
円
で
す
。

Ａ
．
あ
な
た
の
パ
ー
ト
収
入
に

税
金
が
か
か
る
か
ど
う
か
、
ま

た
、
夫
の
税
金
を
計
算
す
る
と

き
の
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特

別
控
除
の
適
用
関
係
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
・
県
民
税

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト　

編

　

収
入
や
所
得
に
対
す
る
税
金

に
は
、
所
得
税
と
市
・
県
民
税

が
あ
り
ま
す
が
、こ
こ
で
は
市
・

県
民
税
を
中
心
に
説
明
し
ま
す
。

税
金
は
？

　

市
・
県
民
税
は
、
パ
ー
ト
収

入
金
額
が
93
万
円
を
超
え
る
場

合
に
課
税
さ
れ
ま
す
。（
表
1

参
照
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
場

合
、
市
・
県
民
税
は
課
税
さ
れ

ま
す
。

配
偶
者
控
除
は
？

　

配
偶
者
の
パ
ー
ト
収
入
金
額

が
１
０
３
万
円
（
所
得
金
額
で
38

万
円
）
以
下
で
あ
る
場
合
、
配
偶

者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
表

2
参
照
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
場
合
、

夫
の
税
金
を
計
算
す
る
と
き
、
配

偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

配
偶
者
特
別
控
除
は
？

　

配
偶
者
の
パ
ー
ト
収
入
金
額

が
１
０
３
万
円
を
超
え
１
４
１

万
円
未
満
の
場
合
、
配
偶
者
特

別
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
表
2
参
照
）

　

な
お
、配
偶
者
特
別
控
除
は
、

合
計
所
得
金
額
が
、
１
０
０
０

万
円
（
給
与
収
入
金
額
で
１
２

３
1
万
円
）
以
下
の
納
税
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
場

合
、
夫
の
税
金
を
計
算
す
る
と

き
、
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

パート・アルバイト収入金額
市・県民税

所得税
所得割 均等割

93万円以下
かからない

かからない

かからない93万円を超え100万円以下
かかる 

（年額4,000円）
100万円を超え103万円以下

かかる
103万円超え かかる

表1　市・県民税と所得税の課税基準

表2　配偶者控除額・配偶者特別控除額

　

な
お
、
市
・
県
民
税
は
、
所

得
が
あ
っ
た
年
の
翌
年
に
課
税

さ
れ
る
た
め
、
こ
の
場
合
、
平

成
19
年
度
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
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資
源
び
ん
の
中
に

異
物
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す

資
源
循
環
課
（
☎
�
５
５
４
３
）

平成19年4月から

　

こ
れ
ま
で
、
ガ
ラ
ス
食
器
・

化
粧
品
の
び
ん
・
板
ガ
ラ
ス
な

ど
の
「
ガ
ラ
ス
類
」
や
、
茶
わ

ん
・
湯
飲
み
・
花
び
ん
・
土
鍋

な
ど
の
「
陶
磁
器
類
」
は
、
清

掃
工
場
に
持
ち
込
ま
れ
、
破は

砕さ
い

処
理
さ
れ
た
後
、
民
間
業
者
で

埋
め
立
て
処
理
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を

有
効
利
用
し
、
埋
め
立
て
ご
み

の
減
量
・
資
源
化
、
ご
み
処
理

経
費
の
削
減
な
ど
を
図
る
た
め
、

平
成
19
年
4
月
か
ら
、
ガ
ラ
ス

類
・
陶
磁
器
類
を
資
源
物
と
し

て
分
別
回
収
し
ま
す
。

　

回
収
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

今
後
、「
広
報
い
せ
」
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

資
源
び
ん
と
一
緒
に
、
た
ば

こ
や
乾
電
池
な
ど
の
異
物
が
混

入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

異
物
が
混
入
し
て
い
る
と
、

再
度
、
作
業
員
が
手
作
業
で
分

別
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
重
の

手
間
が
掛
か
り
ま
す
。

　

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ

ー
な
ど
で
確
認
し
、
間
違
い
が

な
い
よ
う
に
分
別
し
て
く
だ
さ

い
。

　

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
さ
れ
て
い
る
資
源
物（
新
聞
・

雑
誌
類
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
）
を
、

市
が
回
収
す
る
前
に
持
ち
去
る

行
為
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
物
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
協
力
し
、
分
別
し
て
市
の
回

収
に
出
し
て
い
る
も
の
で
す
の

陶磁器類の一例 ガラス類の一例

資
源
物
を
持
ち
去
ら
な
い
で

で
、
持
ち
去
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

ご
み
は
、
回
収
日
当
日
の
朝

8
時
30
分
ま
で
に
決
め
ら
れ
た

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

遅
く
出
す
と
、
作
業
の
妨
げ

に
な
る
な
ど
、
危
険
が
伴
い
ま

す
。
ま
た
、
回
収
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご
み
は

決
め
ら
れ
た
場
所
・
時
間
に
！
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御薗ソーランコンテスト

手筒花火

　10月14日、御薗町王中島地内の畑で、御薗小学校
PTAの主催で「さつまいも収穫体験会」が開催されました。
　参加した御薗小児童と保護者約100人は、今年6月に自
分たちで植えたさつまいも約500個を収穫しました。
　収穫したさつまいもは、その場で水洗いし、焼きいもに

しておいしく食べました。

さつまいも収穫体験会

まちの話題
　10月28日、宮川ラブリバー公園（御薗町）で、「御薗ラブ
リバーふれあい祭り」が開催されました。

　この日は、御薗地区奉曳団による子ども木遣りの披露や

御薗ソーランコンテストなどのステージイベント、ポニー

の乗馬、木工いすなどを作る夢の創作展など、さまざまな

催しが行われました。

　また夜には、勇壮な手筒花火が披露され、たくさんの人

でにぎわいました。

御薗ラブリバーふれあい祭り

　10月27日～29日の 3日間、五十鈴川河畔・内宮前おはら
い町一帯で、灯り行事「伊勢ヨイ夜ナ」が開催されました。

　期間中（雨天の 28日を除く）は、毎日約5,000個のろうそ
くが点灯され、あたたかい灯りが訪れた人たちを彩りました。

伊勢ヨイ夜
ヤ

ナ

　11月3日、NPO 法人二見浦・賓日館の会が、まちづ
くり活動の一環として、「二見浦・浦うら談義」を賓日館

で開催しました。

　基調講演として、長野県の地元情報誌編集者による

｢タウン誌を通したまちづくり ｣が行われました。

　その後、県内有識者などにより、伊勢志摩地域におけ

る ｢観光まちづくりの目指すもの ｣をテーマにしたパネ

ルディスカッションが行われました。

　参加者らは、地域住民が主人公になり、地域の良さを

知り、広めることで、人づくり・まちづくりにつながる

ことなどの議論に熱心に聞き入っていました。

二見浦・浦うら談義
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●…休館日　■…おはなし会　▲…午後７時まで開館　★…ビデオの日 ●…休館日　■…おはなし会　★…上映会

■おはなし会
● たんぽぽおはなし会 12月 9日 ㈯、 午後3時～
● 赤ちゃんおはなし会 12月 14日 ㈭、 午前11時～
● ピッポの会・紙芝居 12月 17日 ㈰、 午前10時30分～
● 図書館おはなし会 12月 23日 ㈷、 午後3時～
※場所は、1階・おはなしのへやです。

■上映会

と　き　①12月16日㈯・②12月24日㈰、午後2時～
ところ　2階・視聴覚室
内　容　①「ナージャの村」（第8回文化庁優秀映画

作品賞・ハワイ国際映画祭ドキュメンタリー

部門グランプリ）、②「ハローキティ夢のお

城の王子さま」

■パソコン教室

　初心者コースから、ワード・エクセルの基礎・応用

コースまで開講します。

※開催日程・申し込みなどについては、同館へ問い合

わせてください。

■新刊案内

＜一般書＞
● わたしの夢は、大空の色。車椅子の女性パイロット
● 小

ア マ ・ チ ュ ン ワ

さい母さんと呼ばれて　チベット、私の故郷
● ホウレンソウ〈報告・連絡・相談〉の習慣が面白い

ほど身につく本　上司と部下の連携プレーをスムー

ズにするポイント 35
● わかりやすい年金　見る・読む・知る
● 食農保育　たべる　たがやす　そだてる　はぐくむ

● 黄
たそがれ

昏のアントワープ

＜児童書＞
● ふしぎな森の転校生
● みかえり橋をわたる
● もうすこしまってくれたら…
● おおきなやかたのものがたり

伊勢図書館　☎21-0077　FAX21-0078 小俣図書館　☎29-3900　FAX29-3902

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時
 土曜日・日曜日・祝日…午前9時～午後5時

■おはなし会

と　き 毎週土曜日(30日を除く)、午後2時30分～
ところ 1階・児童書コーナー

■ビデオの日

と　き 12月10日㈰、午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「クリスマスキャロル」

■図書館工作

と　き 12月17日㈰、午後2時～3時
ところ　2階・視聴覚室
対　象　小学生以下（ただし、就学前の子どもは保護 
  者同伴）
内　容　仕掛けのあるカード作り

定　員　20人（先着順）
申し込み　12月2日㈯から、来館・電話・ファクスの 
 　 いずれかで同館へ

■クリスマスおはなし会

と　き 12月24日㈰、午後2時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 クリスマスにちなんだ絵本の読み聞かせなど

定　員　50人（先着順）

■新刊案内

＜一般書＞
● 古文書の読み解き方
● エコ電気自動車のしくみと製作
● 和のフィンガーフード
● プチメゾンのちいさな暮らし
● 平安貴族のシルクロード

＜児童書＞
● フラニーとメラニー　もりのスープやさん
● Ｑ＆Ａ　季節の食育
● 宇宙飛行士大図鑑　君もなれるかな？
● おばけのジョージー　ともだちをたすける
● おんどりとえんどうまめ　ロシアの昔話より

■利用案内
開館時間　午前9時～午後7時

図書館だより

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

 25 26 27 28 29 30

（12月）

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

 25 26 27 28 29 30

（12月）

24
31

24
31
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健
康
課 

（
☎
�
２
４
３
５
、
FAX
�
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
�
７
８
７
０
、
FAX
�
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
１
１
１
３
、
FAX
�
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
０
２
３
５
、
FAX
�
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

お
せ
ち
料
理

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

８
０
０
円
（
当
日
持
参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

12
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

と
き　

12
月
26
日
㈫
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
6
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食
の
お
話
と
試
食

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

12
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

乳
が
ん
検
診

と
き　

12
月
18
日
㈪
、
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
1
時
〜

2
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

検
診
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員　

①
40
人
、
②
50
人
（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

料
金　

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み　

12
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

※
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能

性
が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避
け

て
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん
検
診

と
き　

12
月
18
日
㈪
、
午
後
1

時
〜
2
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

検
診
内
容　

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

料
金　

８
０
０
円（
当
日
持
参
、

70
歳
以
上
は
無
料
）

申
し
込
み　

12
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

幼
児
食
教
室

と
き　

12
月
14
日
㈭
、
午
前
10

時
〜
午
後
1
時

と
こ
ろ　

二
見
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
の
1
・
2
歳

児
の
保
護
者

内
容　

1
・
2
歳
児
の
食
生
活

を
中
心
と
し
た
生
活
リ
ズ
ム
の

つ
く
り
方
な
ど
の
お
話
、
調
理

実
習

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
ご
は
ん
（
お
に
ぎ
り

な
ど
）

申
し
込
み　

12
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
℻
で
健
康
課
へ

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
は
済
み
ま
し
た
か

　

左
表
の
対
象
者
は
、
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ

12月12日㈫

9：30～ 13：00

小俣保健センター

12月16日㈯ 光の街コミュニティセンター

12月22日㈮ ハートプラザみその

12月23日㈷
福祉健康センター

12月27日㈬

麻しん・風しんの予防接種
予防接種名 対象年齢 対　象　者

第
1
期

ＭＲ（麻しん・風しん混合）

１歳～２歳未満

麻しん・風しんの単抗原ワクチンを 
いずれも未接種で、未罹

り

患
かん

の子ども

麻しん
風しん単抗原ワクチンを接種済み、 
または風しんの罹患が明らかな子ども

風しん
麻しん単抗原ワクチンを接種済み、 
または麻しんの罹患が明らかな子ども

第
2
期

ＭＲ（麻しん・風しん混合） ５歳～７歳未満で 
小学校就学前の 
1年間

麻しん・風しんの単抗原ワクチンを 
接種済み、または未接種の子ども

麻しん（※） 風しんの罹患が明らかな子ども

風しん（※） 麻しんの罹患が明らかな子ども
※該当する人は、健康課へ問い合わせてください。
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〈問い合わせは、各会場（中央保健センターは健康課、二見老人福祉センターは二見総合支所福祉健康課、ハートプラザみそのは
御薗総合支所福祉健康課）へ〉

内　　容 月　日 時　間 ところ 対象

子育て相談

12 月 5 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

二見老人福祉センター

市内在住の人

13：30 ～ 15：00

12 月 12 日 ㈫ 9：00 ～ 11：00 中央保健センター

12 月 19 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

ハートプラザみその
13：30 ～ 15：00

12 月 26 日 ㈫ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

12 月 27 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

成人健康相談

12 月 6 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

市内在住の人
12 月 7 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

12 月 12 日 ㈫ 13：30 ～ 14：30 ハートプラザみその

12 月 21 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

成人栄養相談
（要予約）

12 月 7 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター 市内在住の人

■そのほか　

内　　容 と　　き ところ

ＨＩＶ検査（エイズ検査）
毎週火曜日（8：45～ 11：00） 
第2火曜日（12月12日、17：30～ 19：00）

伊勢保健福祉事務所
（☎�5148）

■各会場で行うもの

診療日 診療時間 診療科目 当番医師

月曜日～土曜日
夜間 

19：30～ 22：00
内　科 
小児科

内 科 医 師

日曜日・祝日 
1 ／ 1 ～ 1 ／ 3

昼間 
10：00～ 12：00 
13：00～ 17：00

内　科 
小児科

内 科 医 師  
小児科医師

歯　科 歯 科 医 師

夜間 
19：30～ 22：00

内　科 
小児科

内 科 医 師  
小児科医師

問い合わせ：内科・小児科（☎�8795 ）、歯科（☎�0829 ）

12月の主な相談など

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
実
施
医
療
機
関
を
追
加

　

こ
の
診
療
所
で
は
、
地
域
の

医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交
代
で

出
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
病
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い

け
れ
ど
、
す
ぐ
に
治
療
を
受
け

た
い
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、応
急
診
療
所
の
た
め
、

症
状
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
２
次

病
院
な
ど
を
紹
介
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
下
表
の
時
間
以
外
に

診
療
を
受
け
た
い
人
や
重
症
の

人
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
（
☎
�
１
１
９
９
、
24
時
間

受
け
付
け
）
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

受
診
す
る
と
き
は

◦
保
険
証
と
医
療
受
給
者
証
（
持

っ
て
い
る
人
）
を
持
参
す
る

◦
症
状
や
服
用
し
て
い
る
薬
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

◦
子
ど
も
が
受
診
す
る
と
き
は
、

予
備
の
下
着
・
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
す
る

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

◆
新
規
医
療
機
関

西
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
一
之
木
2

丁
目
、
☎
�
２
４
８
０
）

休日・夜間応急診療所
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コミュニティバスの
名称を募集

まちづくり推進課（☎�5593）

　

市
は
、
平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
行
運
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
は
、
民
間
の

路
線
バ
ス
な
ど
で
対
応
で
き
な
い
交
通

需
要
に
応
え
る
た
め
に
運
行
す
る
バ
ス

で
す
。

　

公
共
交
通
の
不
便
な
地
域
を
中
心
に

9
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
運
行

後
は
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
公

共
交
通
機
関
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

運
行
予
定
ル
ー
ト　

①
辻
久
留
・
藤
里
、

②
鹿
海
・
朝
熊
、
③
粟
野
、
④
二
見
、

⑤
明
野
、
⑥
小
俣
元
町
、
⑦
湯
田
・
新

村
、
⑧
御
薗
、
⑨
小
木
・
田
尻

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人

応
募
方
法　

平
成
19
年
1
月
15
日
㈪
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
次
の
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
同
課
（
〒
516

－

8601
岩
渕
1
丁
目
7
ー
29
、
FAX
�
５
５

２
２
、
ア
ド
レ
スm

atisui@
city.ise.

m
ie.jp

）
へ

必
要
事
項　

愛
称
名
、
愛
称
の
理
由
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
、
市
内
に
通
勤
ま
た
は
通
学
し

て
い
る
人
は
、
そ
の
事
業
所
ま
た
は
学

校
の
名
称
・
所
在
地
・
電
話
番
号
な
ど

選
定
方
法　

審
査
の
う
え
、
市
長
が
決
定

※
決
定
し
た
愛
称
の
考
案
者
に
は
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。（
該
当
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※
愛
称
の
所
有
お
よ
び
使
用
に
関
す
る

法
的
権
利
は
、
す
べ
て
市
に
帰
属
し
ま

す
。

〈
受
講
料
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

申
し
込
み　

受
講
申
し
込
み
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
開
催
日
の
2
カ
月
前

か
ら
7
日
前
ま
で
に
同
課
へ

※
受
講
申
し
込
み
書
は
、
同
課
、
西
・

小
俣
の
各
分
署
、
北
・
二
見
・
玉
城
・

度
会
の
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

※
受
講
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
動
き
や
す
い
服
装
で
受
講
す
る
（
ス

カ
ー
ト
は
不
可
）

◦
10
分
前
に
集
合
す
る

◦
筆
記
用
具
を
持
参
す
る

※
い
ず
れ
の
講
習
も
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
た
だ
し
、
遅
刻
ま
た
は
早
退

し
た
場
合
、
修
了
証
は
交
付
し
ま
せ
ん
。

救
命
講
習
会

消
防
本
部
消
防
課
（
☎
�
１
２
１
６
）

救命講習会

講習 と　き ところ 内　　容 定員

① 普通救命講習Ⅰ
毎月9日 
13：30～16：30

ハートプラザ 
みその・2階

心肺蘇生法、自動体外式除細動器（AE
D）について理解し正しく使うことが
できるように学びます

50人 
（先着順）

② 普通救命講習Ⅱ
3月･6月･9月･
12月の各20日 
13：00～17：00 消防本部・ 

2階会議室

①の内容に加え、AED に関する知識
の確認（簡単なテスト）と実技の評価を

行います 20人 
（先着順）

③ 上級救命講習
5月･11月の各15日 
9：00～18：00

①②の内容に加え、傷病者管理法・外

傷の手当て要領・搬送法を学びます

※②については、AED を使用する機会が比較的多い人を想定した講習です。
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〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

平
成
19
年
1
月
7
日
㈰

新
成
人
の
つ
ど
い

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
�
5
5
8
4
）

教
育
委
員
会
事
務
局
二
見
分
室

（
☎
�
1
1
1
6
）

教
育
委
員
会
事
務
局
小
俣
分
室

（
☎
�
7
8
6
9
）

教
育
委
員
会
事
務
局
御
薗
分
室

（
☎
�
0
2
5
8
）

二見ふれ愛マラソン

教育委員会事務局二見分室（☎�1116）

と
き　

平
成
19
年
1
月
7
日
㈰
、
午
前

10
時
30
分
〜
（
受
け
付
け
は
午
前
9
時

45
分
〜
）

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

対
象　

昭
和
61
年
4
月
2
日
〜
昭
和
62

年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
市
内
在
住
の
人

※
帰
省
中
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

持
ち
物　

案
内
は
が
き
（
12
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
）

※
会
場
ま
で
の
道
路
は
混
雑
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
臨
時
バ
ス
な
ど
の

運
行
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

と
き　

平
成
19
年
1
月
28
日
㈰
、
午
前

9
時
〜
（
荒
天
の
場
合
は
2
月
4
日
㈰

に
延
期
）

と
こ
ろ　

二
見
町
の
海
岸
沿
い

参
加
資
格　

市
内
の
小
・
中
学
生

コ
ー
ス

①
小
学
１
・
２
年
生
…
1
㎞

②
小
学
３
・
４
年
生
…
1.5
㎞

③
小
学
５
・
６
年
生
…
2
㎞

④
中
学
生
…
4
㎞

※
表
彰
は
、
各
コ
ー
ス
と
も
男
女
別
に

行
い
ま
す
。

定
員　

①
②
③
40
人
程
度
・
④
１
３
０

人
程
度
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

申
し
込
み　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
配

布
す
る
申
し
込
み
用
紙
に
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
同
分
室
へ

平
家
の
里
ふ
れ
あ
い
事
業

炭
焼
き
体
験

観
光
政
策
課
内
・
平
家
の
里
ふ
れ
あ
い
事
業
推

進
実
行
委
員
会
（
☎
�
5
5
6
6
）

と
き　

12
月
16
日
㈯
、
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
3
時

と
こ
ろ　

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
（
矢

持
町
）

内
容　

炭
焼
き
体
験
、
釜
飯
・
し
し
鍋

料
理
の
振
る
舞
い

※
炭
2
㎏
と
木も
く
さ
く搾

液
2
ℓ
を
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
当
日
持
参
）

申
し
込
み　

11
月
22
日
㈬
〜
12
月
14
日

㈭
に
、
電
話
で
同
委
員
会
へ

平
家
の
里
ふ
れ
あ
い
事
業

竜た
つ

ヶ
峠
ウ
ォ
ー
ク

観
光
政
策
課
内
・
平
家
の
里
ふ
れ
あ
い
事
業
推

進
実
行
委
員
会
（
☎
�
5
5
6
6
）

と
き　

12
月
9
日
㈯
、
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
2
時

集
合
場
所　

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
（
矢

持
町
）

内
容　

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
〜
久
き
ゅ
う
し
ょ
う昌

寺
〜
竜
ヶ
峠
〜
農
林
漁
業
体
験
実
習
館

（
往
復
約
6.8
㎞
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

参
加
費　

３
０
０
円
（
当
日
持
参
）

申
し
込
み　

12
月
7
日
㈭
ま
で

に
、
電
話
で
同
委

員
会
へ

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
示
会

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
�
5
6
3
5
）

と
き　

12
月
７
日
㈭
〜
13
日
㈬

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
１
階
専
門
店
正
面

出
入
口
側
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横

内
容　

市
の
審
査
会
で
選
定
さ
れ
た
入

賞
作
品
47
点
の
展
示
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竹内浩三

小
津
安
二
郎
記
念

伊
勢
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

観
光
政
策
課
（
☎
�
5
5
6
6
）

と
き　

12
月
16
日
㈯
、
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
20
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

※
た
だ
し
、
空
席
が
あ
る
場
合
は
当
日

参
加
も
可
。

申
し
込
み　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課
（
FAX
�
５
５
２
２
、
ア
ド

レ
スkanko@

city.ise.m
ie.jp

）へ

短
篇
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
キ
ネ
マ
倶
楽
部
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

審
査
委
員
長
の
伊
勢
真
一
映
画

監
督
を
招
き
、
第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮

「
お
木
曳
行
事
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し

た
ビ
デ
オ
作
品
の
入
賞
発
表
・
表
彰
・

上
映
を
行
い
ま
す

  　

（
竹
内
浩
三
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
委
員
会
）

時
間　

午
後
1
時
〜
4
時
20
分
（
開
場

は
午
後
0
時
30
分
）

内
容　

竹
内
浩
三
に
関
係
す
る
人
を
招

き
、
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
詩
の
朗
読
な
ど
を
行
い
、
竹
内

浩
三
の
隠
れ
た
魅
力
に
迫
り
ま
す

竹
内
浩
三

生
誕
85
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

成
年
後
見
制
度
講
演
会

児
童
長
寿
課
（
☎
�
5
5
5
9
）

と
き　

12
月
9
日
㈯
、
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
2
階

娯
楽
室

内
容　

講
演
「
成
年
後
見
制
度
を
考
え

る
〜
高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
を
守
る

た
め
に
〜
」
熊
田
均
さ
ん
（
愛
知
県
弁

護
士
会
、
高
齢
者
・
障
害
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
特
別
委
員
会
委
員
長
）

個
人
情
報
保
護
法
の

一
般
向
け
説
明
会
・
事
業
者
向

け
講
演
会
を
開
催

三
重
県
生
活
部
情
報
公
開
室

（
☎
津
0
5
9
・
2
2
4
・
2
0
7
1
）

　

県
は
、
内
閣
府
な
ど
と
共
催
で
、
次

の
と
お
り
一
般
向
け
説
明
会
・
事
業
者

向
け
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
19
日
㈫
、
①
一
般
向
け
説

明
会

：

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
・
②
事
業
者
向
け
講
演
会

：

午
後
2

時
〜
4
時

と
こ
ろ　

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
・
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
フ
レ

ン
テ
み
え
」・
多
目
的
ホ
ー
ル
（
津
市

一
身
田
上
津
部
田
１
２
３
４
番
地
）

申
し
込
み　

12
月
13
日
㈬
ま
で
に
、
所

定
の
申
し
込
み
票
（
市
総
務
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
県
情

報
公
開
室
（
〒
514

－

0004
津
市
栄
町
１
丁

目
９
５
４
番
地
、
FAX
０
５
９
・
２
２
４
・

３
０
３
９
、
ア
ド
レ
スseijoho@

pref.m
ie.jp

）へ

※
所
定
の
申
し
込
み
票
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.m

ie.jp

/K
O
U
K
A
I/index.htm

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

12
月
3
日
㈰
〜
9
日
㈯
は

障
害
者
週
間

障
害
福
祉
課
（
☎
�
5
5
5
8
）

　

毎
年
12
月
3
日
〜
9
日
は
、
障
害
者

週
間
で
す
。

　

こ
の
週
間
は
、
誰
も
が
地
域
で
暮
ら

せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
障
害
者
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
害

者
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

障
害
の
あ
る
人
の
作
品
展
示

と
き　

12
月
4
日
㈪
〜
8
日
㈮

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
1
階

障
害
者
施
設
自
主
製
品
の
配
布

と
き　

12
月
9
日
㈯
、
午
前
11
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、ジ
ャ
ス
コ
伊
勢
店
、

ユ
ー
ス
ト
ア
上
地
店
、
伊
勢
み
そ
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
生
鮮
市
場
ベ

リ
ー
小
俣
店
、
プ
ラ
イ
ス
カ
ッ
ト
伊
勢

二
見
店
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建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

忘
れ
ず
ご
連
絡
を

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
�
5
5
3
2
・
�
5
5
3
3
）

二
見
総
合
支
所
税
務
課（
☎
�
1
1
4
5
）

小
俣
総
合
支
所
税
務
課（
☎
�
7
8
6
0
）

御
薗
総
合
支
所
税
務
課（
☎
�
0
2
3
5
）

　

1
月
1
日
現
在
、
土
地
・
家
屋
を
所

有
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
人
、
売
買
な
ど

に
よ
る
未
登
記
家
屋
の
名
義
変
更
を
し

て
い
な
い
人
は
、
年
内
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
手
続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
課
税
課
固
定
資
産
税
係
ま
た
は
各

総
合
支
所
税
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
用
地
が
使
用
で
き
ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
�
5
5
1
1
）

所
在
地　

一
志
町
（
外
宮
北
御
門
前
Ｎ

Ｔ
Ｔ
用
地
、
下
図
参
照
）

面
積　

約
３
５
０
０
㎡

対
象　

市
が
主
催
・
共
催
・
後
援
す
る

行
事

使
用
料　

無
料

申
請
方
法　

申
請
書
（
同
課
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
�
5
5
9
3
）

期
間　

12
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

運
動
の
重
点

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

　

市
内
で
は
「
重
大
な
交
通
事
故
」
が

昨
年
よ
り
も
増
加
し
、
高
齢
者
や
子
ど

も
が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事
故
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
犯
罪
で
あ
る
「
飲
酒
運
転
」

が
根
絶
さ
れ
ず
、
悲
惨
な
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
基
本
を
守
り
、「
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
過
信
せ
ず
に
、

自
動
車
な
ど
の
安
全
運
転
を
心
掛
け
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
☎
�
5
5
4
9
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

18
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

大
倉
う
ぐ
い
す
台
自
治
会　

放
送
設
備

整
備

曽
祢
町
連
合
町
会　

太
鼓
購
入

家
庭
裁
判
所
の

補
導
委
託
制
度

津
家
庭
裁
判
所

（
☎
津
0
5
9
・
2
2
6
・
4
1
7
1
）

　

補
導
委
託
制
度
と
は
、
家
庭
裁
判
所

が
非
行
を
し
た
少
年
の
最
終
的
な
処
分

を
決
め
る
前
に
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
に
少
年
を
し
ば
ら
く
の
間
預
け
、

仕
事
や
通
学
を
さ
せ
な
が
ら
、
生
活
指

導
を
し
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

家
庭
裁
判
所
で
は
、
必
要
な
と
き
に

適
切
な
補
導
委
託
先
に
少
年
を
預
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
委
託
先
に
な
っ

て
い
た
だ
く
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
所
ま
た
は
最
高
裁

判
所
事
務
総
局
家
庭
局
第
二
課
少
年
調

査
係
（
☎
東
京
０
３
・
３
２
６
４
・
８

１
１
１
）
へ

大倉うぐいす台自治会

曽祢町連合町会
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伊勢市テレビ広報

　

農
業
委
員
会
委
員
を
選
挙
す
る
た
め

の
選
挙
人
名
簿
を
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
で
調
製
し
ま
す
。

　

名
簿
に
登
載
す
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

申
請
書
提
出
先

農
業
委
員
会
事
務
局（
☎
�
５
６
３
８
）

「みて・きいて伊勢」

環境政策課（☎�5542 ）

三角コーナー・ストレーナー

三角コーナーやストレーナーには、水切りネッ
トをかけて使いましょう。また、小まめにゴミ
を取り除きましょう。

■家庭でできる生活排水対策

■勢田川水質調査結果

 アナログ 8 チャンネル・デジタル 701チャンネル 

■ニュース　※毎日午後7時更新
■リポート（企画番組） ※毎週日曜日午後7時以降更新
■ミニコーナー（情報番組） 　※随時更新
※アナログ 8チャンネル・デジタル 701 チャンネルでは、午前6時
～翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポートをまとめ
て放送します。

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。

秘書広報課（☎�5515 ）

コミュニティチャンネル

 アナログ 10 チャンネル 

■特集（12月）
下水道をご利用いただく

ための工事などの進め方

■お知らせ

11 ／ 27～12 ／ 3
● 人権週間

12 ／ 4～10
● このごみ、何ごみ？
● 介護予防～認知症予防教室の紹介～

12 ／ 11～17
● 育児サークル

12 ／ 18～24
● 初参り観光交通対策
● 水道防寒対策

12 ／ 25～31
● 初参り観光交通対策
● 休日・夜間応急診療所

■市民活動ニュース「おいないパルティ」　

※アナログ10チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。
　また、市議会12月定例会本会議を、会議があった日の翌日の午後2
時と午後7時から放送します。

 アナログ 21 チャンネル 

　御薗地区のみの放送で、アナログ10チャン
ネルと同じ「特集」「お知らせ」などの行政情報・

お天気情報・防災情報をお伝えします。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請
を

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
�
5
6
3
5
）
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12月 平成19年1月

備　　　考24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯ ㈰ ㈷ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯ ㈰ ㈷ ㈫ ㈬

燃えるごみの収集
　資源循環課　 ☎�1443
　二見総合支所 ☎�1112
　小俣総合支所 ☎�7861
　御薗総合支所 ☎�0235

午前8時30分までに出し
てください

詳しくは「ごみリサイクル
カレンダー」で確認してく
ださい燃えないごみの収集

　資源循環課　 ☎�1443

資源回収ステーション
　資源循環課　 ☎�1443 搬入時間…9：00～ 16：30

二見美化センター
　町美化センター ☎�4329

粗大ごみのみ
搬入時間…13：00～17：00

小俣資源物拠点集積所
　小俣総合支所 ☎�7861

午後7時までに出してくだ
さい

清掃工場
　清掃工場 ☎�1218

搬入時間…8：30～ 16：45
（12：00～ 13：00を除く）

リサイクルプラザ
　リサイクルプラザ ☎�2800
伊勢廃棄物投棄場
　伊勢廃棄物投棄場 ☎�1208 搬入時間…8：30～ 16：00

二見廃棄物投棄場
　二見総合支所 ☎�1112

搬入時間…8：30～ 16：00
（12：00～ 13：00を除く）

小俣廃棄物投棄場
　小俣総合支所 ☎�7861

搬入時間…9：00～ 16：00
（12：00～ 13：00を除く）

御薗廃棄物投棄場
　御薗総合支所 ☎�0235 搬入時間…8：30～ 12：00

し尿くみとり
　くみとり業者へ直接連絡

くみとり業者への申し込み
は、12月20日㈬まで

火葬場（斎場）
　伊勢広域環境組合斎場
　☎�5120

やすらぎ公園
　管理事務所 ☎�8509

12月28日㈭は、送迎バス
( 毎週木曜日運休 ) を臨時
運行します。

図書館
　伊勢図書館 ☎�0077 
　小俣図書館 ☎�3900
離宮の湯
　離宮の湯 ☎�0548
自動交付機（印鑑登録証明書･住
民票の写し･外国人登録原票記載
事項証明書）
　戸籍住民課 ☎�5547
伊勢総合病院
　伊勢総合病院 ☎�5111

救急当番日は、12月31日㈰・
1月2日㈫

休日・夜間応急診療所　保健センターだより（23ページ）をご覧ください。
水道　水道メーターから蛇口までの修繕を希望する場合は、伊勢市指定給水装置工事事業者に申し込んでください。
　　　道路からの漏水を発見したときは、水道管理センター（☎�3360 ）へ。

　市役所は 12月29日㈮から 1月3日㈬まで、年末
年始の休みで閉庁になります。 
　日常生活にかかわる業務については次のとおりで
すので、ご確認のうえ、ご利用ください。

市役所の年末年始 
業務のご案内

月・木地区

　火・金地区

　　　伊勢市中央･宇治･船江･中島･城田･佐八

北浜･宮本･沼木

いせトピア

臨
時
回
収

年末年始による休業日　　　定休日

伊勢図書館

小俣図書館

市役所本庁舎・各総合支所

小俣北部保健福祉会館
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※日の指定がない相談の年末の相談日については、 

　各問い合わせ先に問い合わせてください。



伊勢おおまつり
（10月14日〜17日）

　神宮の神
かんなめ

嘗祭を奉祝するために行われる伊勢おおまつりは、
今年で 112年目を迎えました。市民パレード・初穂曳・全国
各地の祭りなどが、秋の伊勢路を彩りました。

西条だんじり
（11月4日）

　300年の歴史をもつ、豪華絢
けんらん

爛な愛媛県の西条だんじり 32
基が、第62回神宮式年遷宮・お木曳行事を奉祝して、「ヨイヤ
サー」など威勢の良い掛け声とともに、市内を練り歩きました。

伊勢おおまつり

西条だんじり

広  報
いせいせ

■発行／伊勢市　■編集／総合政策推進部秘書広報課
〒516-8601　伊勢市岩渕1丁目7番29号　
（広報広聴係）☎0596-21-5515　FAX0596-22-9699
URL　http://www.city.ise.mie.jp　Ｅメール　ise-koho＠city.ise.mie.jp
広報いせ　第14号　平成18年12月1日発行　印刷　千巻印刷産業株式会社

※外国人登録者を含む

総人口	 136,804人（＋20人）	 男　性	 64,975人	（＋16人）

世帯数	 52,620世帯（＋85世帯）	 女　性	 71,829人	（＋４人）

人の動き（10月末現在）


